
総務委員会 情報連絡 

令和４年４月１４日 

情報連絡事項 頁 

１ 足立区公益活動げんき応援事業助成金交付要綱の改正について・・・・・・ ２ 

２ 令和３年度あだちＮＰＯフェスティバルオンライン開催の結果について・・  ４ 

【参考】≪エリアデザイン調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、エリアデザイン調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり

１ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

２ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（北綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

３ 花畑エリアデザインの取組み状況について 

４ 六町エリアデザインの取組み状況について 

５ 千住エリアデザインの取組み状況について 

６ 竹の塚エリアデザインの取組み状況について 

７ 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

（ 政策経営部 ）
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年４月１４日 

件 名 足立区公益活動げんき応援事業助成金交付要綱の改正について 

所管部課名 政策経営部 あだち未来支援室 協働・協創推進課 

内 容 

足立区公益活動げんき応援事業助成金の利用を促進するため、交付要綱を

改正し新コースを設置したので、下記の通り報告する。 

１ 既存コース 

２ 令和４年度からの新コース 

３ 新要綱による助成金申請スケジュール 

① 第１期 令和４年４月 １日 ～ ５月 ６日

② 第２期 令和４年７月１３日 ～ ８月１０日

コース名 上限額・助成回数等 

げんき応援コース 

（上限額１０万円） 

・ 助成率 １０/１０

・ １事業 ３回まで

ステップアップコース

（上限額６０万円）

・ 助成率 １０/１０（１年目）

 ２/３（２年目）  

 １/２（３年目） 

コース名 上限額・助成回数等 

課題解決コース 

（上限額 ３０万） 

※ 区の提示する課題の解決に

向けた事業へ助成するコース 

・ テーマは毎年設定する

・ 助成率 ３/４

【令和４年度テーマ】

① ヤングケアラー支援事業

② 生きづらさを抱える女性の

支援事業

③ 子どもから高齢者までの

ＩＣＴ支援事業

協働・協創推進コース 

（上限額 １００万円） 

※ 複数の団体が協働で実施す

  る事業へ助成し、団体間の連 

携を促進するためのコース 

・ 助成率 １０/１０（１年目）

２/３（２年目） 

１/２（３年目） 

2



４ 助成金支払い方法 

・ 事業完了後の実績払い

・ ステップアップコースおよび協働・協創推進コースは団体からの希

望がある場合、１０月・３月など２回に分けての支払いが可能

問 第 点 

今後の方針 

  助成事業の周知と団体の活用を促進し、経済的側面支援によりＮＰＯ活動

の活性化を図っていく。 
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総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

令和４年４月１４日 

件 名 令和３年度あだちＮＰＯフェスティバルオンライン開催の結果について 

所管部課名 政策経営部 あだち未来支援室 協働・協創推進課 

内 容 

ＮＰＯ活動の活性化を図り、区民のＮＰＯ活動の理解を深めるために開催

した「あだちＮＰＯフェスティバル」の実施結果を、下記のとおり報告する。 

１ 目的 

（１）あだちＮＰＯフェスティバルを通して、ＮＰＯ団体同士がつながり、

連携する機会を創出する。 

（２）区民に区内ＮＰＯ活動の周知・啓発を進める。

２ 開催日時 

  令和４年１月２２日（土）～令和４年３月１９日（土） 

３ 運営 

  足立区ＮＰＯ活動支援センター 

４ 主な内容 

（１）ＮＰＯフェスティバル特設サイトを開設し、ＮＰＯ団体を紹介した。

（２）ＮＰＯ動画の視聴やＮＰＯ活動への参加、ＮＰＯへの寄附等でポイン

トをためて、企業からの協賛による「ゲーム機」や「お米」等の豪華景品

が当たる「オンラインスタンプラリー」を企画した。 

５ 実施結果 

参加団体数  ７８団体 

オンラインスタンプラリー申込件数 ６４４件 

景品協賛企業等 １２社 

ＹｏｕＴｕｂｅ等再生回数   １，２５９回 

問 第 点 

今後の方針 

 新型コロナウィルス対策としてオンラインフェスティバルを企画したが、

開催直前にまん延防止等重点措置期間となり、活動団体の体験講座等が実施

できず、ＹｏｕＴｕｂｅ等再生回数は伸びなかった。 

令和４年度の実施内容については、今回のアンケート結果を検証し、 

ＮＰＯ活動支援センター登録団体と連携して企画していく。 
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